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○ すべての障害にとってバリアフリーとする。ハードで困難の場合にはソフトで対応す
る。

○ 明るい雰囲気とし、建物外も障害に配慮したものとする。

○ なるべくＷｉ-Ｆｉ環境とする。

○ 周辺地域に開かれた設置とする。イベントの開催、共催イベント、施設の貸し出し等。

○ 災害に備えたものとする。耐震、または免震、災害時の避難拠点

○ 障がい者スポーツの練習環境を提供する。

○ 多面的に利用可能な設備を整える。

○ 県民に対する直接的、間接的相談機能を兼ね備える。

○ 生活支援機器センターの拠点となる。
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千葉県には、独立した心身障害児総合医療療育センターや心身障害児総合発達　支援セ
ンターが無いが、千葉県千葉リハビリテーションセンターが、今後も、この分野におけ
る全県的なセンターとして、機能を発展・拡充していっていただきたい。

千葉県千葉リハビリテーションセンターには、現在、小児医療福祉施設として、医療型
障害児入所施設・療養介護施設の愛育園が設置されており、重症心身障害児者の施設入
所・母子入園・短期入所・医療型児童発達支援・生活介護事業等が実施されているが、
千葉県では重症心身障害児者の入所施設が不足しているため、長期入所と短期入所の
各々の定員の大幅な拡充を期待したい。

更には、東葛南部医療圏には重症心身障害児者の入所施設が無いため、東葛南部医療圏
に心身障害児総合医療療育センター機能を併せ持つ重症心身障害児者入所施設のブラン
チの設置を期待したい。

○ 医療度の高い利用者が安心して通所できるように「えぶり」「えぶりキッズ」の増員を
お願いしたい。

○ ショートステイのベッド数を増やしてもらいたい。

○ 福祉施設では厳しい人達を、ぜひ漏れないようにしていただきたい。

千葉リハビリテーションセンターの建替えに向けて期待すること
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有識者の御意見等
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氏名 有識者の御意見等

【ハード面】 

○ 駐車場からセンターの入り口まで屋根を付けて欲しい。（脊損者は乗り降りに時間がか
かるため、身障者用の駐車場だけでも屋根を付けることで、雨で濡れることが避けられ
ます。）

○ お見舞いの方とゆっくり話せるレストランが欲しい。（入院時に外部からお見舞いに来
られた方と話せ、ゆっくりお茶や食事ができるスペースが欲しい。）

○ 銀行・郵便局のATMが欲しい。（入院時に売店や食堂でお金が必要なこともあります。
かなり以前は設置されていました。）

○ スポーツ施設・設備を充実して欲しい。（体育館、プール、トレーニングジム等車いす
でも利用できる設備を充実し、外部の方にも使用できるようにして欲しい。）

○ 自前で移送用の救急車を持って欲しい。

【ソフト面】 

○ 脊損者の人間ドックを実施して欲しい。（一般的な医療機関で脊損者の健康診断は難し
い検査もあり、専門の医療機関で検診を受けたい。）

○ 脊損者の歯科診療日時を増やして欲しい。

○ 脊損者の入院から退院後の生活までトータルでサポートできるような診療を可能にして
欲しい。（入院時の医療的なケア、退院後の医療的なケアにあわせて、日々の健康維
持、仕事、福祉制度の利用といった生活を総合的にサポートしてもらえるような脊損セ
ンターが欲しい。また、一般的な診療科の充実を図って欲しい。）

【現状を維持して欲しい点】 

○ 1台当たりの駐車スペースは今のままの広さをキープして欲しい。

○ 駐車場にチケット制を導入することは避けて欲しい。

○ 千葉県全体を対象とする総合リハビリテーションセンターとして県民全体にとって利用
しやすいセンターであってほしい。

○ 総合リハビリテーションセンターとしての機能を果たせるサービス内容を整備してほし
い。

○ 児童、青年、成人、高齢者等すべての年齢層のリハビリテーションニーズに対応できる
サービスを整備してほしい。

○ 県内の地域リハビリテーションを支える中核・基幹機関としての役割を果たせるセン
ターであってほしい。

○ 関係機関との連携が取れる体制を作ってほしい。

○ 県内のリハビリテーション専門職（各種）の研修機能も持てると、県内のリハビリテー
ションサービスのレベルを高められる。
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弊支部にて意見集約をした内容を箇条書きで記載させていただきます。
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